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関西大学独逸文学会行事記録
（2002年1月～12月）
2002年9月21日(士）2002年度総会及び第95回研究発表会
総会議事(11:00～12:00)
1）会長挨拶：植松健郎（本学文学部教授）
2）審議事項
(1)会費の改定
諸般の事情により2002年度から「一般会員4,000円、学生・院生
3,000円、本学専任教員36,000円」に改定することが審議のうえ諒承
された。
(2)研究発表会に関する会則の改定
第3条2「毎年2回研究発表会を開く」で「2回」を削除することが
審議のうえ諒承された。
3）編集報告：高田博行（本学文学部教授）
4）会計報告：佐藤裕子（本学文学部助教授)、
芝田豊彦（本学文学部教授）
デイスクスイオーン［鼎談] (13:00～14:30)
テーマ： 「首都ベルリンの魅力」
対談者:DetlevSchauwecker(本学外国語教育研究機構教授)、
宇佐美幸彦（本学文学部教授)、森貴史（本学文学部専任講師）
司会：佐藤裕子（本学文学部助教授）
研究発表(14:40～16:10)
滝本勝美（本学大学院博士課程後期1年）：
ZurDiachroniederWortstellungvonpradikativemAdjektivunddessen
Prapositionalobjekt.EineAnalyseanhandvonProsatextendesl8.bis19.
Jahrhunderts.(ドイツ語による発表と質疑応答）
司会：高田博行（本学文学部教授）
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長縄寛（本学大学院博士課程後期3年）：
古高ドイツ語、中高ドイツ語の不定関係代名詞について
-Othfidの,,Evangelienbuch"とHartmannvonAueの,,Iwein"を中心に一
司会：武市修（本学文学部教授）
招待講演(16:20～17:50)
テーマ：日本人のドイツ語学習にみられる諸特徴
講演者：たゑ子・高山一ヴィヒター（ゲッティンゲン大学言語学科嘱託講師）
司会：杉谷眞佐子（本学外国語教育研究機構教授）
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｢独逸文学」48号執筆申し込み要領
1． 申し込み、原稿送付、問い合わせ先
郵便の場合：564-868O吹田市山手町3-3-35
関西大学文学部独文合同研究室気付『独逸文学』編集委員会
電子メールの場合:dokubun@ipcku.kansai-u.ac.jp
2・執筆申し込み期限
2003年ll月15日
3．原稿送付期限
2004年1月8日（厳守） （2004年3月15日に刊行予定）
4．原稿の規格
1)A4判、横書き
2） 日本語の場合、 1ページは32(全角)文字×32行から成る
ドイツ語の場合、 1ページは64(半角)文字×32行から成る
3）後注ではなく脚注を原則とする
4）その他、詳細については必ず「執筆要領」を請求のこと
5．原稿の種類と枚数制限
1）研究論文：上記規格の用紙で20枚程度
（日本語で執筆する場合には上記規格で2枚程度のドイツ語レジュメを
添えること。またその際、ネイティブチェックを受けたものであるか否
かを明記のこと）
2）翻訳：上記規格の用紙で20枚程度
3）研究動向、基本文献解題：上記規格の用紙で12枚程度
4）マルジナリア、授業紹介：上記規格の用紙で8枚程度
5）書評：上記規格の用紙で4枚程度
6）新刊紹介、エッセイ：上記規格の用紙で2枚程度
6．原稿送付の際の注意点
1）完全原稿とともに、原稿データファイルを送付のこと
2）原稿データファイルは、フロッピーの形で郵送するかまたは添付ファイ
ルの形で電子メールで送付のこと
3）原稿データファイル送付の際には、使用したソフトウェア名またはワー
プロ機種名を明記のこと (WindowsのWordファイルが望ましい）
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関西大学独逸文学会会則
(平成15年3月15日現在）
第1条本学会は関西大学独逸文学会と称する
第2条本学会はドイツ語学・文学・文化・ドイツ語教育の研究および普及をは
かることを目的とする
第3条本学会は前条の目的を達成するために次の事業を行う
1． 毎年1回総会を開く
2． 毎年研究発表会を開く
3． 毎年機関誌を発行する
4． その他研究会、講演会などを行う
第4条本学会は次の会員で組織する
1． 本学ドイツ語ドイツ文学科・外国語教育研究機構（ドイツ語担当）の教
授・助教授・専任講師および助手
2． 本学の教授・助教授・専任講師および助手の有志者
3． 本学ドイツ語ドイツ文学科学生・院生、外国語教育専攻院生
4． 本学学生・院生ならびに卒業生の有志者
5． その他本学会の趣旨に賛同する者
第5条本学会は会長1名・委員会および幹事若干名を置く
1． 委員会は本学ドイツ語ドイツ文学科・外国語教育研究機構（ドイツ語担
当）の教授・助教授・専任講師で構成する
2． 会長は委員会が会員中から推薦する
任期は2年とし重任を妨げない
3． 幹事は本学ドイツ語ドイツ文学科・外国語教育研究機構（ドイツ語担当）
の助手および互選された学生・院生･卒業生の若干名に委員会が委嘱する
任期は1年とし留任を妨げない
第6条機関誌の編集委員は本学会の委員の互選による若干名とする
第7条会計年度は4月1日より翌年3月31日までとする
第8条会費は年額4,000円とする（但し、学生・院生は年額3,000円、本学専任
教員は別途定める）
第9条本学会の事務所は本学文学部ドイツ語ドイツ文学科研究室に置く
第10条会則の変更は委員会を経て総会の審議によって行う
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関西大学教授
関西大学教授
Passau大学教授
（株）スクウェアソフト開発業務部門
海外版推進室（ローカライズ）独訳担当
関西大学教授
関西大学文学研究科博士課程後期在学中
関西大学文学研究科博士課程後期在学中
関西大学文学研究科博士課程後期在学中
関西大学非常勤講師
関西大学専任講師
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徳島文理大学教授
関西大学教授
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関西大学教授
関西大学教授
関西大学文学研究科博士課程前期在学中
